
０５春闘の山場を迎えた３月段階に入り、全国各地において春闘勝利に向けた行動が取り組まれました。今号は、とりわけ国労東
日本内において開催された、①３・１１国労東北総決起集会、②３・１３仙台地本春闘総行動、③３・１８貨物総行動の報告としま
す。加えて現在、「昇進差別事件」の和解協議が中央労働委員会の場において進められている重要な段階を迎え、各分会・職場で討　
論・意思統一していただくため、２月５日に開催した第２２回拡大委員会・書記長集約、その部分についてのみ再度掲載します。
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３月11日、仙台市において「国労東北総決起集会」が開催
されました。集会には、盛岡・秋田・仙台各地方から総勢312
名の仲間が結集しました。そして、講演・情勢の突合せ・決
意表明など室内での決起集会から仙台市中心部の一番町商店
街でデモ行進を行うなど参加者が学習するとともに市民に対
して05春闘、採用差別事件の解決、JRの安全などをアピール
し充実した取り組みとなりました。
講演では、「なぜ今憲法改正か」と題し、清藤弁護士から自

民党が進めようとしている憲法改悪の内容の解説と私たちが
取り組まなければならないこれからの課題をお話いただきま
した。
東日本本部佐藤委員長からは全体的な春闘情勢、東日本の

交渉状況と貨物の情勢、昇進試験の和解動向が話され、差別
是正、格差是正の取り組みと平和を守る闘いを国労が主体的
に進めていくことを全体で確認しました。そして集会の最後
は青木東北協議会議長の団結がんばろうでデモへと移ってい
きました。
デモ行進は各地方ごとの隊列に別れ、東北の各支社で進め

られている公共性をないがしろにする駅の無人化反対や平和
憲法を守ろうなどをシュプレヒコールとプラカードで訴え、
市民からも大いに支持を受けながら仙台駅前まで整然と進め
られました。
集会後は、東北三工場交流会や貨物協議会交流会などがそ

れぞれ取り組まれ、東北全体が団結を深め合いながら奮闘し
ていくことを確認しあっていました。

３月13日、仙台市市役所前勾当台公園において「３.13仙台
地本春闘総行動」が取り組まれました。前日までの小春日和
が一転し、小雪が舞い飛び最高気温が４度という中、250名の
仲間が結集し３.11東北総行動と合わせた参加者は400名を突破
し地本総数の４割以上が春闘の取り組みに参加となりました。
D51合唱団のオープニングで始まった集会には、社民党、
共産党、平和労組会議、全労連、全農林、国労東日本工作協
議会、そして市会議員や県会議員も駆けつけるなど、仙台地
本内外から注目を集める取り組みとなりました。
総行動は開会集会後、座り込み行動・街頭宣伝チラシ配布

などに別れての行動になり、それぞれが自分の担当を整然と
行っていました。
大通りに面した座り込みでは、プラカードなど見た私鉄や

都市交、タクシー運転手の仲間が激励してくれていました。
チラシ配布行動ではこの総行動に当たって実行委員が自分た
ちで作成した３種類のチラシを6000枚準備し、日曜日という
こともあり仙台駅前や商店街での市民の受け取りも順調で、
約4000枚を２時間で配布することが出来ました。
３時間半の座り込みを終了し、一番町商店街から仙台駅前ま

でデモ行進でさらにアピールし総行動は成功裏に終了しました。

３月18日東日本エリアを中心に全国から450名の仲間がJR貨
物本社前に結集し貨物総行動が展開されました。
11時、「貨物会社は、５年連続ベアゼロで労働者の生活は極
限状態におかれている。貨物本社に怒りをぶつけていきたい。」
と全国貨物協中曽根副議長の力強い挨拶で集会は始まり、冒
頭挨拶に立った国労本部吉田書記長は、JR各社の春闘情勢を
報告するとともに採用差別問題にふれ、「本部として先頭に立
って闘いを進めていく。解決にあたり共闘の力は非常に大事
である。全国各地で連帯強化を進めてほしい。憲法を守る闘
いと併せて地域での共闘強化に努めてほしい」との挨拶が行
われました。
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過日開催された第22回国労東日本本部拡大委員会の書記長
集約では「本年は『労使関係の改善』『組織強化・拡大』に向
けた重要な第一歩の年になる。中労委で『昇進差別事件』の
和解に向けて調査日程が確定するという状況下での当面する
課題は～」として、今年の試験に対する具体的な行動提起
（別途掲載）を行いました。
同時に、委員会で挨拶された国労東日本顧問弁護士の海

渡・福田両弁護士も今回の昇進差別事件の和解協議について、
「今年の昇進試験に国労がどのような姿勢で望むのかが問われ
る。昇進試験を是正させるということは組織の将来展望、拡
大のうえでも重要である。本音の議論をお願いしたい。」（海
渡弁護士）、「今回の和解解決の流れを国労の将来展望に位置
づけることが大切。和解の戦場は中労委だけでなく最前線は
職場であり、職場でどう取り組むのかが重要。今回の試験は
『差別を明らかにする』から『差別を是正させる』ために努力
を！」（福田弁護士）と強調されました。
中労委における和解協議は予断を許さないものの進んでい

ます。第22回拡大委員会の書記長集約を全分会で取り組み、
「差別の是正」から「労使関係の改善」、「組織強化・拡大」に
向けがんばりましょう。

第２２回国労東日本本部拡大委員会書記長集約抜粋
本年は、国労東日本本部にとって「労使関係の改善」「組織
強化・拡大」に向けた第１歩の年であり重要であります。特に、
現在中労委の場での「昇進差別事件」の和解に向けて調査日
程が確定し国労東日本本部は全力を挙げて取り組みを行ってい
きます。
当面の課題は（１）本年４月から募集開始の昇進試験受験
に対する国労の取り組みであります。昇進試験に対して組合員
の声には① 試験制度に反対、② 差別があるから受験しない、
③　自分の休日での受験したくないなど多くの声があります。
しかし、JR発足１８年目を迎え、その１８年は差別の１８年で
ありましたが、今、現実に「昇進差別事件」の和解が中労委の
場で行われている事実は「差別は許さない」として「昇進差別
事件」を地労委に申し立ててきた今日までの運動の成果であり
ます。尚、引き続き運動の前進をめざし、JR東日本に解決を
迫っていくためには組合員の団結強化であり、その団結力を示
すのは「差別を許さない」「解決を図る」との意思表示は、１７
年度の昇進試験を多くの国労組合員が受験することと考えます。
本日は、各東日本委員、各地方代表・戦長、傍聴者を含め全
体で確認頂き、ただちに職場組合員に理解と協力を求める努力
を各機関が取り組むこととします。
当面の課題は（２）機関・受験者が試験合格にむけどんな
取り組みを行うのかであります。「昇進差別事件」が中労委の
場での和解調査が進んでいるから「なんとかなる」ではなく、
東日本本部・各地方本部・地区本部の各機関は各対応支社に
対して①　受験者に対して参考資料を全員に配布させること
②　受験者に公平に講習会を開き、誰でもが参加できる体制を
作ること、などを各支社に取り組むように要請すること。また、
分会・受験者も精一杯の努力（仲間同士の学習会）を行うこと
などを全体で確認し、新たな局面をふまえつつ全組合員の総決
起を訴え書記長集約とします。

続いて全国貨物協の笠井事務長から貨物会社との交渉状況
も詳しく説明し、「会社は新潟中越地震の影響を理由に有額回
答をしていない。貨物労働者の生活実態は非常に厳しい。皆
さんにお願いした２％問題署名も７万筆を超えた。その力を
背景に会社に迫っていきたい」と集会参加者に訴えました。
次いで国労東日本本部の佐藤委員長は、「貨物労働者は年度

末合理化のたびに要員が削減され厳しい労働環境の中で働い
ている。国労東日本本本部として賃上げと年度末生活改善資
金の支払いを強く求めていく。JR東日本では配属・配転差別
事件中労委の場での一括和解による影響により、元職場に

帰る人も出ているし、ベンディング職場も整理・縮小された。
現在昇進差別事件も和解に向け運動を進めている。労務政策
を改善させ組織拡大に向け奮闘していきたい」と力強い挨拶
がされました。
国労東京地本の笹原書記長からは「国労東京地本としても

差別のない明るい職場の確立を目指す闘いと貨物の切実な要
求を勝ち取る闘いを結合させ闘い抜く」と挨拶されました。
その後北海道・東日本（東北、関東）東海・関西・四国・

九州の各エリアから春闘情勢の報告と決意表明がされ、現在
上京行動を行っている札幌闘争団の牧田団長から連帯の挨拶
を受けた後、斉藤東京貨物協議長の音頭で団結ガンバローを
三唱して貨物本社前集会を終了しました。
午後は、参議院議員会館に移動し、議員要請を行ったあと、

高木一彦弁護士から「組合差別とどう闘うか」、全国貨物協の
久松議長から「貨物会社の動向と貨物の闘い」の講演を受け、
学習会を行ってきました。特に久松議長からはニューストリ
ーム2007の問題点が指摘され、今後の闘いが提起されました。
最後に、同時に行われた国土交通省要請行動の報告を受け、

３・18貨物総行動を終了しました。

昨年９月16日の配属12事件「和解」以降、今年に入り１月
21日、高崎配属事件の「和解」が中央労働委員会（以下、中
労委）の場で成立し、現在、中労委における和解による解
決作業はJR発足後の究極の差別といわれた昇進差別事件
の和解協議がスタートするという新たな段階に入っていま
す。


